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多賀城市の被害状況 
平成２３年５月１６日発表

◆犠牲者     １８６人 

◆行方不明者    ４人 

◆避難者   ８４７人 

 ・文化センター ４１３人（史遊館を含む） 

 ・総合体育館  ３６４人 

 ・山王地区公民館  ７０人 

写
真
①
プ
ラ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
こ
ど
も
の
日
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

写
真
②
み
ん
な
あ
つ
ま
れ
児
童
館(

鶴
ヶ
谷
児
童
館)

 

写
真
③
大
代
地
区
の
桜 

写
真
④
城
南
小
の
児
童
が
そ
ば
の
種
ま
き
を
体
験 
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■
災
害
援
護
資
金
貸
付
の
特
例

措
置
の
変
更 

災
害
弔
慰
金
の
支
給
に
関
す

る
法
律
の
特
例
措
置
に
よ
り
災

害
援
護
資
金
貸
付
の
内
容
に
変

更
が
あ
り
ま
し
た
。 

                

問
／
社
会
福
祉
課 

内
線
１
６
２ 

 

■
生
活
福
祉
資
金
（
特
例
緊
急
小

口
資
金
）
貸
付
制
度
終
了
の
お
知

ら
せ ４

月
１
日
か
ら
被
災
者
総
合

相
談
所
で
実
施
し
て
い
た
生
活

福
祉
資
金
（
特
例
緊
急
小
口
資

金
）
貸
付
制
度
の
受
け
付
け
は
、 

   

５
月
20
日
を
も
ち
ま
し
て
終

了
し
ま
し
た
。 

問
／
社
会
福
祉
協
議
会 

5
３
６
８
・
６
３
０
０ 

 

■
被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度

の
半
壊
解
体
に
つ
い
て 

 

り
災
証
明
書
が
、「
半
壊
」・「
大

規
模
半
壊
」
の
方
で
、
や
む
を
得

ず
住
宅
を
解
体
す
る
場
合
は
、

「
全
壊
」
扱
い
に
な
り
ま
す
。
解

体
す
る
場
合
は
、
事
前
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。 

た
だ
し
、
こ
の
取
り
扱
い
は
、

被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度
に

お
い
て
の
み
全
壊
と
み
な
す
も

の
で
す
。 

 

り
災
証
明
書
記
載
の
被
害
区

分
の
変
更
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
願
い
ま
す
。 

問
／
社
会
福
祉
課 

内
線
１
６
２ 
 

■
被
災
者
支
援
特
別
行
政
相
談

所 
 

総
務
省
東
北
管
区
行
政
相
談

評
価
局
で
は
、
被
災
さ
れ
た
皆
さ

ま
に
対
し
、
相
談
所
を
開
設
し
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（
先
着
順
、
無
料
、
秘
密
厳
守
） 

相
談
内
容
／ 

・
建
物
の
滅
失
登
記
、
相
続
登
記
、

権
利
証
の
紛
失
等 

・
国
税
の
納
税
猶
予
、
減
免
等 

・
預
金
の
払
い
戻
し
、
融
資
の
返

済
猶
予
、
生
命
保
険
・
地
震
保
険

等 ・
震
災
に
関
わ
る
労
災
・
解
雇
等 

・
被
災
に
係
る
法
律
問
題
、
手
続

き
等 

日
時
／
５
月
31
日
(火) 

午
前
10
時
〜
午
後
３
時 

会
場
／
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
２
階 

問
／
東
北
管
区
行
政
評
価
局
行

政
相
談
課 

5
２
６
２
・
７
８
３
９ 

震
災
行
政
相
談
専
用
フ
リ
ー
ダ

イ
ヤ
ル
／ 

5
０
１
２
０
・
５
１
１
・
５
５
６ 

（
受
付 

午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
30
分
） 

 

■
応
急
仮
設
住
宅
の
最
終
受
付

日
に
つ
い
て 

応
急
仮
設
住
宅
の
プ
レ
ハ
ブ

住
宅
お
よ
び
民
間
賃
貸
住
宅
の

最
終
受
付
日
は
次
の
と
お
り
と

い
た
し
ま
す
。 

プ
レ
ハ
ブ
住
宅
／
５
月
27
日
(金) 

民
間
賃
貸
住
宅
／
６
月
３
日
(金) 

受
付
／
市
役
所
６
階
の
被
災
者

総
合
相
談
窓
口 

受
付
時
間
／
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
（
土
曜
・
日
曜
日
も
開
設
） 

問
／
管
財
課 

内
線
４
６
１ 

  

                                   

                                   宮城県配分額 前倒し配分額

大規模半壊

半壊

＊災害義援金の対象区分は、り災証明書に基づくものです。

申請者
（受取人）

世帯主

全壊 ５０万円

２５万円

支給額対象世帯
（住家が次の区分）

内訳

３５万円

１８万円

１５万円

７万円

全国各地から日本赤十字社などに寄せられた災害義援金を支給します。 
なお、人的被害の方に対しては、個別にご案内します。 
 本市では、一定額の災害義援金をできるだけ早く被災者の皆さまにお届けできるよう、宮城県か
らの配分額に合わせて、今後、追加配分が見込まれる額を前倒しして支給することとしました。 
 今後、宮城県から配分される額が、今回の支給額を超えた場合には、義援金の追加分を改めて支
給します。 
申請／申請書に必要書類を添え 
て市役所６階総合相談窓口へ直 
接または郵送 
添付書類（住家被害の場合）／ 
①り災証明書 
②世帯主名義の預金通帳の写し 
支給方法／口座振込 
 
なお、３月１１日現在において本市に住民登録があり、５月１５日までに被災者生活再建支援
金の手続きがお済みの方で、災害義援金支給の対象となっている方は、申請の必要はありません。
問／社会福祉課総務企画係 内線１６２ 

改正後 改正前

保証人あり
無利子

保証人なし
利率１、５％

償還期間
１３年

（据置期間６年）
１０年

（据置期間３年）

申込期限 平成30年3月31日 平成23年6月30日

利率
保証人必要
利率３％
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被災者生活再建支援制度の長期避難区域について 

被災者生活再建支援制度に基づく長期避難区域が県の公示により表２のとおり認定されました。こ
の地域の被災世帯は、当該制度の申請があった場合、住家の被害の程度に関わらず全壊世帯として取
り扱うことになります。 
 例えば、り災証明書による被害認定が大規模半壊や半壊等といった場合でも全壊とみなして取り扱
うことになります。 
 なお、すでに申請された方については、再度の手続きは必要ありません。 
 長期避難区域に認定された世帯の支給額は表１のとおりです。 
 この取り扱いは、被災者生活再建支援制度においてのみ全壊とみなすものです。 
 り災証明書記載の被害区分の変更ではあ 
りませんのでご注意願います。 
 振込の時期は、県および国（（財）都道 
府県会館）の審査が必要なことから今の 
ところ未定です。今しばらくお待ちくだ 
さい。 
問／社会福祉課 内線１６２、１６３ 
▼表２・長期避難区域 

（単位：万円）

区分 ①基礎支援金 計
建設・購入 200 300
補修 100 200
賃借 50 150
建設・購入 150 225
補修 75 150
賃借 37.5 112.5

複数世帯

単数世帯
（一人暮らし）

100

75

②加算支援金

▼表１・支給額

丁目 詳細区域

鶴ヶ谷一丁目 １番、８番６号

鶴ヶ谷二丁目
１番～６番まで、８番（３号、５号、７号、11号）、９番（14号、16号）、10番（16号、18号）、
11番（18号）、12番（16号、20号）、13番(１号、２号、17号)

鶴ヶ谷三丁目 １番（6－105号～6－803号）、２番～９番

笠神五丁目 ６番（３号、５号、８号、１０号、１２号、１６号、１９号）

大代二丁目 １番、２番、４番27号

大代三丁目
１番～６番、７番（24号～28号、35－1号・2号、35－16号、36号、38号、39号、42号、
43号、45号、53号、54号、57号、58号、60号、61号）

大代五丁目
１番～６番、７番（24号、30号、31号、33号）、８番（37号～40号、43号）、９番（37号、
38号、42号、43号、45号～48号、51号）、１０番（34－101号～34－402号、45号、46号、
51号～53号）、１６番（１号、２号、17号～19号）、１８番（32号、33号）

八幡二丁目
１番、２番、５番（5号、30号）、７番（15号、16号、21号）、８番（16号、20号～22号、
25号、28号、30号）、11番（25号、27号、30号～33号、35号）、１２番～２６番

八幡三丁目・四丁目　全域

八幡字一本柳・庚田・砂山・西脇・六貫田　全域

町前一丁目・二丁目・三丁目・四丁目　全域

大代一丁目　全域

桜木一丁目・二丁目・三丁目　全域

栄一丁目・二丁目・三丁目・四丁目　全域

明月一丁目・二丁目　全域

宮内一丁目・二丁目　全域

大代六丁目　全域

八幡一丁目　全域
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■
東
日
本
大
震
災
復
興
緊
急
保

証 

こ
れ
ま
で
の
災
害
関
係
保
証
、

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
に
加

え
て
、
直
接
的
ま
た
は
間
接
的
に

著
し
い
被
害
を
受
け
て
い
る
中

小
企
業
者
を
対
象
に
新
た
に
創

設
し
、
保
証
限
度
額
等
に
つ
い
て

も
大
幅
に
拡
充
し
ま
す
。 

対
象
／
震
災
に
よ
り
、
経
営
に
支

障
を
来
し
て
い
る
次
の
い
ず
れ

か
の
要
件
を
満
た
す
中
小
企
業

者 ①
直
接
被
害
を
受
け
た
事
業
者 

②
業
況
が
悪
化
し
て
い
る
事
業

者
（
震
災
後
の
３
カ
月
の
売
上
高

等
が
前
年
同
期
比
10
％
以
上
減

少
し
て
い
る
事
業
者
） 

保
証
限
度
額
／
無
担
保
８
千
万

円
、
最
大
２
億
８
千
万
円
（
１
０

０
％
保
証
） 

＊
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
、
災

害
関
係
保
証
と
合
わ
せ
て
、
無
担

保
１
億
６
千
万
円
、
最
大
５
億
６

千
万
円
（
一
般
保
証
と
別
枠
） 

資
金
使
途
／
経
営
の
安
定
に
必

要
な
事
業
資
金
（
事
業
再
建
に
必 

        

要
な
資
金
を
含
む
） 

保
証
人
／
代
表
者
保
証
が
必
要

（
第
三
者
保
証
人
に
つ
い
て
は
、

原
則
不
要
） 

保
証
期
間
／
10
年
以
内
（
据
置
２

年
以
内
） 

保
証
料
率
／
０
・
８
％
以
下 

貸
付
金
利
／
金
融
機
関
所
定
利

率 問
／
宮
城
県
信
用
保
証
協
会 

5
２
２
５
・
６
４
９
１ 

 

■
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
貸

付 
 

日
本
政
策
金
融
公
庫
と
商
工

組
合
中
央
金
庫
に
お
い
て
、
新
た

に
長
期
か
つ
低
金
利
の
融
資
制

度
を
創
設
し
ま
す
。 
 

被
害
の
程
度
に
よ
り
、
貸
付
限

度
額
・
貸
付
期
間
等
の
条
件
が
異

な
り
ま
す
。 

対
象
／
震
災
に
よ
り
、
経
営
に
支

障
を
来
し
て
い
る
次
の
い
ず
れ

か
の
要
件
を
満
た
す
中
小
企
業

者 ①
直
接
被
害
を
受
け
た
事
業
者 

②
上
記
①
の
事
業
者
と
一
定
以

上
の
取
引
の
あ
る
事
業
者 

③
そ
の
ほ
か
、
業
況
が
悪
化
し
て

い
る
事
業
者 

貸
付
限
度
額
／
日
本
政
策
金
融

公
庫
（
中
小
事
業
者
）
・
商
工
組

合
中
央
金
庫
７
億
２
千
万
円 

日
本
政
策
金
融
公
庫
（
小
規
模
事

業
者
等
）
４
千
８
百
万
円 

①
②
の
事
業
者
は
、
さ
ら
に
別
枠

で 日
本
政
策
金
融
公
庫
（
中
小
事
業

者
）
・
商
工
組
合
中
央
金
庫
３
億

円 日
本
政
策
金
融
公
庫
（
小
規
模
事

業
者
等
）
６
千
万
円 

貸
付
期
間
／
設
備
資
金
15
年
以

内
、
運
転
資
金
８
年
以
内
（
据
置

最
大
３
年
） 

①
の
事
業
者
の
別
枠
部
分
は
設

備
資
金
20
年
以
内
、
運
転
資
金

15
年
以
内
（
据
置
最
大
５
年
） 

②
の
事
業
者
の
別
枠
部
分
は
設

備
、
運
転
資
金
と
も
に
15
年
以
内

（
据
置
最
大
３
年
） 

貸
付
金
利
／
日
本
政
策
金
融
公

庫
（
中
小
事
業
者
）
・
商
工
組
合

中
央
金
庫
１
・
７
５
％ 

日
本
政
策
金
融
公
庫
（
小
規
模
事

業
者
等
）
２
・
２
５
％ 

貸
付
利
率
か
ら
、
売
上
等
が
減

少
し
て
い
る
場
合
は
０
・
３
％
引

き
下
げ
、
雇
用
の
維
持
・
拡
大
を

図
る
場
合
は
０
・
２
％
の
金
利
減

免
措
置
を
利
用
す
る
こ
と
が
可

能
。（
最
大
０
・
５
％
引
き
下
げ
） 

①
の
事
業
者
の
別
枠
部
分
は
貸

付
後
３
年
間
、
１
億
円
（
小
規
模

事
業
者
等
は
３
千
万
円
）
を
上
限

と
し
て
、
１
・
４
％
引
き
下
げ 

②
の
事
業
者
の
別
枠
部
分
は
３

千
万
円
を
上
限
と
し
て
、
貸
付
後

３
年
間
０
・
９
％
の
金
利
引
き
下

げ
に
加
え
、
売
上
等
が
減
少
し
て

い
る
場
合
は
０
・
３
％
引
き
下
げ
、

雇
用
の
維
持
・
拡
大
を
図
る
場
合

は
０
・
２
％
引
き
下
げ 

問
／
(株)

日
本
政
策
金
融
公
庫 

5
０
１
２
０
・
１
５
４
・
５
０
５ 

商
工
組
合
中
央
金
庫 

5
０
１
２
０
・
０
７
９
・
３
６
６ 

                    

地
滑
り
・
が
け
崩
れ
に
ご
注

意 
 

梅
雨
に
入
る
６
月
は
、
局
地
的

な
大
雨
や
長
雨
に
よ
り
地
滑
り

や
が
け
崩
れ
な
ど
の
災
害
が
起

こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
１
時
間

に
20
ミ
リ
以
上
の
雨
が
降
っ
た

り
、
降
り
始
め
か
ら
の
総
雨
量
が

１
０
０
ミ
リ
を
超
え
る
と
危
険

信
号
で
、
突
発
的
に
起
こ
る
こ
と

が
土
砂
災
害
の
特
徴
で
す
。 

 

ま
た
、
７
月
か
ら
９
月
に
か
け

て
は
台
風
が
多
く
発
生
し
、
日
本

各
地
に
雨
風
に
よ
る
被
害
を
も

た
ら
し
ま
す
。
次
の
こ
と
を
普
段

か
ら
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。 

①
停
電
に
備
え
て
懐
中
電
灯
や

携
帯
ラ
ジ
オ
を
準
備
す
る
。 

②
避
難
に
備
え
て
貴
重
品
な
ど

の
非
常
持
出
品
の
準
備
を
す
る
。 

③
台
風
や
雨
に
関
す
る
気
象
情

報
を
注
意
深
く
聞
く
。 

④
大
雨
や
台
風
時
に
は
外
出
を

控
え
る
。 

⑤
浸
水
な
ど
の
恐
れ
が
あ
る
と

こ
ろ
で
は
、
家
財
道
具
を
高
い
場

所
に
移
す
。 

⑥
お
年
寄
り
、
病
人
、
乳
幼
児
、

障
が
い
者
の
方
は
安
全
な
場
所

（
部
屋
）
へ
移
動
す
る
。 

⑦
避
難
場
所
や
避
難
時
の
安
全

な
経
路
、
離
れ
た
場
合
の
連
絡
方

法
な
ど
を
家
族
で
確
認
し
合
う
。 

問
／
都
市
計
画
課 

内
線
４
２
５ 

こ
れ
ま
で
の
制
度
に
加
え
、
直
接
的
ま
た
は
間
接
的
に
著
し
い
被
害

を
受
け
た
中
小
企
業
者
を
対
象
に
、
利
用
枠
の
拡
大
や
金
利
引
き
下
げ

な
ど
内
容
を
拡
充
し
た
震
災
対
応
の
金
融
制
度
が
創
設
さ
れ
ま
す
。 

▲飲食店用中古厨房機器展示即売会（５月１４日）のようす
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■
私
有
地
内
の
が
れ
き
等
の
撤

去
と
車
の
移
動
経
費 

個
人
が
業
者
な
ど
に
依
頼
し

た
処
理
経
費
に
つ
い
て
、
公
費
負

担
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

後
日
、
明
ら
か
に
災
害
ご
み
と
認

定
で
き
る
被
災
し
た
状
況
写
真
、

適
正
な
処
理
金
額
を
判
断
す
る

た
め
の
「
領
収
書
・
見
積
書
」
な

ど
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
必
要

が
あ
り
ま
す
の
で
、
紛
失
し
な
い

よ
う
に
保
管
を
お
願
い
し
ま
す
。 

問
／
生
活
環
境
課 

内
線
２
３
４
〜
２
３
６ 

 

■
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
か
ら
発
生

す
る
ご
み 

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
か
ら
発
生

す
る
建
築
廃
材
は
、
自
宅
前
の
道

路
に
は
出
せ
ま
せ
ん
。
市
の
仮
置

き
場
へ
の
搬
入
と
な
り
ま
す
。
そ

の
際
、
搬
入
許
可
書
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
生
活
環
境
課
で
手

続
き
を
し
て
か
ら
搬
入
し
て
く

だ
さ
い
。 

持
参
す
る
書
類
な
ど
／
リ
フ
ォ

ー
ム
工
事
の
請
負
契
約
書
（
住
宅

応
急
修
理
の
場
合
は
、
申
請
書
の

写
し
）
、
り
災
証
明
書
、
搬
入
す

る
車
両
（
大
型
車
両
不
可
）
の
車

検
証 

 

な
お
、
石
綿
（
ア
ス
ベ
ス
ト
） 

   

含
有
建
築
廃
材
に
つ
い
て
は
、
個

別
の
処
理
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
工
事
請
負
業
者
の
方
は
、

生
活
環
境
課
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。 

問
／
生
活
環
境
課 

内
線
２
３
４
〜
２
３
６ 

 
■
被
災
家
屋
・
工
作
物
等
の
撤
去

は
市
が
行
い
ま
す 

個
人
お
よ
び
中
小
企
業
が
所

有
す
る
家
屋
な
ど
に
お
い
て
、
り

災
証
明
書
で
半
壊
以
上
と
判
定

さ
れ
た
家
屋
や
倒
壊
の
恐
れ
の

あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
で
解
体
を

希
望
す
る
物
件
を
対
象
と
し
て
、

市
が
委
託
し
た
業
者
が
撤
去
し

ま
す
。
費
用
は
市
が
負
担
し
ま
す
。 

受
付
期
間
／
５
月
６
日
(金)
〜
12

月
28
日
(水) 

必
要
書
類
／
印
鑑
、
顔
写
真
付
き

身
分
証
明
書
、
被
害
の
写
真
、
り

災
証
明
書
、
建
物
の
登
記
簿
謄
本

（
発
行
３
カ
月
以
内
の
も
の
） 

受
付
場
所
／
市
役
所
２
階 

問
／
生
活
環
境
課 

内
線
２
３
４
〜
２
３
６ 

 

■
災
害
ご
み
仮
置
き
場
受
け
入

れ
は
終
了
し
ま
し
た 

５
月
22
日
(日)
を
も
っ
て
、
災

害
ご
み
の
仮
置
き
場
へ
の
一
般

車
輌
の
ご
み
の
受
け
入
れ
を
終

了
し
ま
し
た
。 

今
後
は
、
各
種
ご
み
の
収
集
日

に
数
回
に
分
け
て
集
積
所
に
出

し
て
く
だ
さ
る
よ
う
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。 

な
お
、
仮
置
き
場
に
個
人
が
災

害
ご
み
を
搬
入
す
る
場
合
は
、
搬

入
許
可
証
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
生
活
環
境
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。 

問
／
生
活
環
境
課 

内
線
２
３
４
〜
２
３
６ 

 

■
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー 
 

家
の
片
づ
け
、
掃
除
、
泥
だ
し
、

家
財
の
運
び
出
し
な
ど
を
お
手

伝
い
し
ま
す
。 

 

現
在
た
く
さ
ん
の
ご
依
頼
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
の
で
、
受
け

付
け
後
す
ぐ
に
活
動
で
き
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
。
活
動
依
頼
に

費
用
は
一
切
か
か
り
ま
せ
ん
。 

 

た
だ
し
、
高
所
や
損
傷
の
激
し

い
家
屋
内
で
の
活
動
な
ど
、
危
険

を
伴
う
場
合
は
、
お
断
り
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。 

 

ま
た
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も

募
集
し
て
い
ま
す
。 

問
／
多
賀
城
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー  

5
０
８
０
・
５
９
４
９
・
７
５
０

１
〜
７
５
０
３
（
受
け
付
け
時
間

午
前
９
時
〜
正
午
） 

 

   

本
市
住
民
を
対
象
に
、
伊
豆
の

国
市
内
の
旅
館
を
一
時
避
難
所

と
し
て
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。 こ

れ
は
、
あ
や
め
ま
つ
り
で
交

流
の
あ
る
伊
豆
の
国
市
（
あ
や
め

サ
ミ
ッ
ト
加
盟
市
）
と
の
災
害
時

に
お
け
る
相
互
応
援
協
定
に
よ

り
企
画
さ
れ
た
事
業
で
す
。 

す
で
に
避
難
所
に
避
難
し
て

い
る
方
を
対
象
に
10
泊
11
日
で

Ａ
・
Ｂ
コ
ー
ス
を
実
施
し
て
い
ま

す
が
、
Ａ
コ
ー
ス
（
５
月
１
日
出

発
、
５
月
11
日
帰
着
）
の
参
加
者

か
ら
は
「
疲
れ
が
癒
さ
れ
た
。
１

０
０
％
満
足
で
し
た
」
と
い
う
感

想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

Ｃ
コ
ー
ス
か
ら
は
、
５
泊
６
日

に
滞
在
期
間
を
短
縮
し
、
避
難
所

に
避
難
し
て
い
る
方
に
限
定
せ

ず
、
受
け
入
れ
る
こ
と
に
し
た
も

の
で
す
。
申
し
込
み
方
法
は
次
の

と
お
り
で
す
。 

日
程
／
全
行
程
５
泊
６
日 

Ｃ
コ
ー
ス 

６
月
７
日
〜
12
日 

Ｄ
コ
ー
ス 

６
月
13
日
〜
18
日 

Ｅ
コ
ー
ス 

６
月
19
日
〜
24
日 

Ｆ
コ
ー
ス 

６
月
25
日
〜
30
日 

募
集
人
員
／
各
コ
ー
ス
40
人
（
応

募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
） 

参
加
対
象
／
自
分
で
身
の
回
り

の
こ
と
が
で
き
、
バ
ス
の
乗
降
が 

   

可
能
な
方
。
本
市
に
住
民
登
録
さ

れ
て
い
る
方 

参
加
費
用
／
無
料 

移
動
手
段
／
往
復
バ
ス 

申
込
／
市
役
所
１
階
案
内
に
備

え
付
け
の
申
込
用
紙
に
記
入
の

上
、
申
し
込
み
箱
に
投
函
し
て
く

だ
さ
い
。 

申
込
締
切
／ 

Ｃ
コ
ー
ス 

５
月
30
日
(月) 

Ｄ
コ
ー
ス 

６
月
２
日
(木) 

Ｅ
コ
ー
ス 

６
月
８
日
(水) 

Ｆ
コ
ー
ス 

６
月
14
日
(火) 

抽
選
結
果
／
当
選
者
に
は
、
郵
送

で
通
知
し
ま
す
。 

 

問
／
市
長
公
室
行
政
経
営
担
当 

内
線
２
１
３
、
２
１
４ 
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市
税
の
納
税
通
知
書
の
発
送
お
よ

び
納
期
限
な
ど
に
つ
い
て 

平
成
23
年
度
分
の
市
県
民
税
、

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
、
軽

自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税
お

よ
び
介
護
保
険
料
の
納
税
通
知

書
の
発
送
お
よ
び
納
期
限
は
、
震

災
の
影
響
に
よ
り
、
次
の
と
お
り

延
期
し
ま
す
。 

                       

な
お
、
こ
れ
に
伴
い
、
平
成
23

年
度
分
の
税
証
明
書
の
発
行
時

期
を
延
期
し
ま
す
。
税
証
明
書
の

発
行
時
期
に
つ
い
て
は
、
別
途
、

広
報
誌
に
よ
り
お
知
ら
せ
し
ま

す
。 ま

た
、
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿

お
よ
び
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

の
縦
覧
は
、
9
月
1
日
か
ら
行

う
予
定
で
す
。 

問
／
税
務
課 

内
線
１
５
１ 

国
保
年
金
課 

内
線
１
２
１ 

介
護
福
祉
課 

内
線
６
６
１ 

                     

    

震
災
に
よ
り
住
宅
や
家
財
な

ど
に
被
害
を
受
け
ら
れ
た
方
は
、

特
例
に
よ
り
、
平
成
22
年
分
所
得

税
な
ど
の
軽
減
・
免
除
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
、
確
定
申
告
な
ど
の

手
続
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
税
金

の
還
付
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
平
成
23
年
3
月
11
日

以
降
に
到
来
す
る
全
て
の
国
税

の
申
告
・
納
付
な
ど
の
期
限
が
延

長
さ
れ
て
い
ま
す
。(

平
成
23
年

5
月
現
在
の
状
況
で
す) 

 ■
所
得
税
の
軽
減
ま
た
は
免
除
に

お
け
る
個
別
相
談
会
場
の
開
設 

こ
の
度
施
行
さ
れ
た
震
災
特

例
法
に
よ
り
、
住
宅
・
家
財
・
事

業
用
資
産
な
ど
に
被
害
を
受
け

ら
れ
た
方
は
、
税
務
署
で
手
続
き

す
る
こ
と
に
よ
り
、
平
成
22
年
分

に
さ
か
の
ぼ
っ
て
所
得
税
な
ど

の
減
免
措
置
を
受
け
ら
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。 

税
務
署
で
は
、
次
の
日
程
で
、

手
続
き
に
関
す
る
個
別
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。 

会
場
／
マ
リ
ン
ゲ
ー
ト
塩
釜
３

階
マ
リ
ン
ホ
ー
ル
（
塩
竈
市
港
町

１
―
４
―
１
） 

期
間
／
６
月
６
日
(月)

〜
24

日

(金)
（
土
曜
・
日
曜
日
を
除
く
） 

開
設
時
間
／
午
前
９
時
〜
午
後

４
時 
 

■
源
泉
所
得
税
の
徴
収
猶
予
・
還

付 

所
得
税
の
軽
減
ま
た
は
免
除

が
受
け
ら
れ
る
方
は
、
給
与
・
公

的
年
金
・
報
酬
料
金
に
係
る
源
泉

所
得
税
の
徴
収
猶
予
や
還
付
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 ■
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
の
特

例 

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
の

適
用
を
受
け
て
い
た
住
宅
に
居

住
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
で
も
、

控
除
期
間
は
、
引
き
続
き
適
用
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 ■
財
産
形
成
住
宅
（
年
金
）
の
利

子
等
の
非
課
税 

震
災
で
被
害
を
受
け
た
こ
と

に
よ
り
、
払
い
出
し
を
受
け
る
方

は
、
そ
の
払
い
出
し
に
係
る
利
子

な
ど
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。 

 ■
納
税
の
猶
予 

財
産
に
相
当
な
損
失
を
受
け

た
方
や
国
税
を
一
時
に
納
付
す

る
こ
と
が
困
難
な
方
は
、
納
税
の

猶
予
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。 

 

■
予
定
納
税
額
の
減
額 

平
成
23
年
分
の
所
得
税
の
見

積
額
が
、
予
定
納
税
基
準
額
に
満

た
な
い
と
見
込
ま
れ
る
場
合
は
、

予
定
納
税
額
を
減
額
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。 

 

こ
の
ほ
か
、
自
動
車
が
廃
車
と

な
っ
た
場
合
の
自
動
車
重
量
税

の
特
例
還
付
や
買
換
車
両
に
係

る
自
動
車
重
量
税
の
免
除
が
受

け
ら
れ
ま
す
。 

ま
た
、
被
災
さ
れ
た
方
が
作
成

す
る
「
消
費
貸
借
契
約
書
」
（
金

銭
借
用
書
）、「
不
動
産
譲
渡
契
約

書
」、「
建
設
工
事
請
負
契
約
書
」

の
印
紙
税
が
非
課
税
と
な
り
ま

す
。 な

お
、
地
方
税
（
県
税
お
よ
び

市
税
）
の
免
除
、
軽
減
措
置
な
ど

に
つ
き
ま
し
て
は
、
詳
細
が
決
ま

り
次
第
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

詳
し
く
は
最
寄
り
の
税
務
署

に
お
問
い
合
せ
い
た
だ
く
か
、
国

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
く

だ
さ
い
。 

問
／
塩
釜
税
務
署 

5
３
６
２
・
２
１
５
１ 

自
動
音
声
に
よ
る
ガ
イ
ダ
ン

ス
が
流
れ
ま
す
の
で
、
ダ
イ
ヤ
ル

番
号
「
０
」
を
押
し
て
く
だ
さ
い
。 

  

納期限を
延長する税目

期別
納税通知
書の

発送時期

第１期

第２期

第３期

第４期

第１期～ 平成23年9月12日 ～ 第１期 ～ 平成23年7月11日 ～

第10期 第12期

第１期

第２期

第３期

第４期

軽 自 動 車 税 - ９月上旬

第1期 ～ 平成23年8月1日 ～ 第１期～ 平成23年5月2日 ～

第9期 第10期

第1期 ～ 平成23年8月31日 ～ 第１期～ 平成23年5月2日 ～

第4期 第6期

9月30日 5月31日

延長前

8月31日

10月31日

12月25日

11月30日

平成24年1月31日

平成24年4月2日

延長後

７月上旬

平成24年6月11日平成24年6月11日

８月上旬

平成24年2月29日

8月31日

10月31日

12月25日

９月上旬

9月30日

個人市県 民税
( 普 通 徴 収 )

固定資産 税・
都 市 計 画 税

個 人 市 県 民 税
( 特 別 徴 収 )

6月30日

5月31日

8月1日

9月30日

11月30日

７月上旬
国民健康保険税
( 普 通 徴 収 )

介 護 保 険 料
( 普 通 徴 収 )

７月下旬

平成24年2月29日平成24年2月29日

平成24年2月29日平成24年4月2日
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平
成
23
年
度
市
職
員
採
用

試
験 

申
込
書
請
求
／
総
務
課
人
事
係

へ
直
接
。
郵
送
希
望
の
場
合
は
、

封
筒
に
「
職
員
採
用
試
験
申
込
書

請
求
」
と
朱
書
き
し
、
１
２
０
円

切
手
を
貼
り
付
け
の
上
、
Ａ
４
判 

                    

     

の
書
類
が
入
る
大
き
さ
の
返
信

用
封
筒
を
同
封
し
て
同
係
へ
（
〒

９
８
５-

８
５
３
１
、
住
所
記
載

不
要
） 

＊
募
集
内
容
の
詳
細
は
窓
口
に

お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。 

問
／
総
務
課
人
事
係 

内
線
２
２
４
〜
２
２
７ 

                   

   

児
童
扶
養
手
当
の
特
例
措
置 

 

震
災
に
よ
り
住
宅
・
家
財
な
ど

の
財
産
に
つ
い
て
、
そ
の
価
格
の

お
お
む
ね
２
分
の
１
以
上
の
損

害
を
受
け
た
場
合
に
、
そ
の
損
害

を
受
け
た
月
か
ら
翌
年
の
７
月

ま
で
の
手
当
て
は
、
所
得
に
よ
る

支
給
制
限
を
適
用
せ
ず
全
額
支

給
す
る
特
例
制
度
が
あ
り
ま
す
。 

対
象
／
受
給
資
格
者
本
人
の
所

得
制
限
に
よ
り
一
部
支
給
停
止

ま
た
は
全
部
停
止
に
な
っ
て
い

る
方
で
、
本
人
ま
た
は
そ
の
扶
養

義
務
者
が
所
有
す
る
財
産
が
損

害
を
受
け
た
方
。 

 

扶
養
義
務
者
（
同
居
の
親
族

等
）
の
所
得
制
限
に
よ
り
全
部
停

止
に
な
っ
て
い
る
方
で
、
扶
養
義

務
者
ま
た
は
そ
の
扶
養
親
族
が

所
有
す
る
財
産
に
損
害
を
受
け

た
方
。 

被
災
財
産
の
種
類
／
住
宅
・
家

財
・
主
た
る
生
業
の
維
持
に
供
す

る
田
畑
、
宅
地
、
家
屋
（
店
舗
、

工
場
な
ど
） 

手
続
き
の
方
法
／｢

児
童
扶
養
手

当
被
災
状
況
書
」
の
提
出
が
必
要

で
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。 

問
／
こ
ど
も
福
祉
課
児
童
福
祉

係 

内
線
１
８
１
、
１
８
２ 

障
害
者
等
燃
料
費
助
成
券
・

タ
ク
シ
ー
利
用
券
の
交
付
手

続
き 
 

障
害
者
手
帳
な
ど
を
お
持
ち

の
方
へ
燃
料
費
助
成
券
、
タ
ク
シ

ー
利
用
券
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

手
続
き
が
ま
だ
の
方
は
早
め
に

し
て
く
だ
さ
い
。 

対
象
／
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２

級
お
よ
び
３
級
（
下
肢
障
害
・
呼

吸
器
機
能
障
害
で
在
宅
酸
素
療

法
実
施
者
）
、
療
育
手
帳
Ａ
、
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
・
２

級
、
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
な

ど
を
お
持
ち
の
方
。 

＊
手
続
き
に
は
障
害
者
手
帳
ま

た
は
受
給
者
証
な
ど
、
印
鑑
（
朱

肉
を
使
用
す
る
も
の
）
が
必
要
で

す
。
手
帳
な
ど
を
紛
失
し
た
場
合

は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

問
／
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係 

内
線
１
６
６
〜
１
６
９ 

 

定
期
予
防
接
種
期
間
の
延
長 

 

震
災
の
影
響
で
接
種
期
限
ま

で
に
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
お
子

さ
ん
に
対
し
、
平
成
23
年
９
月
末

ま
で
接
種
期
間
を
延
長
し
ま
す
。 

 

接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
接

種
前
に
必
ず
親
子
保
健
係
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

対
象
の
予
防
接
種
／
Ｂ
Ｃ
Ｇ
・
三

種
混
合
・
麻
し
ん
風
し
ん
混
合

（
麻
し
ん
・
風
し
ん
単
抗
原
を
含

む
）・
日
本
脳
炎
・
二
種
混
合 

問
／
健
康
課
親
子
保
健
係 

 

内
線
１
３
５
、
１
３
６ 

 

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン 

（
助
成
期
間
の
延
長
） 

  

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

は
、
現
在
供
給
量
が
不
足
し
て
い

ま
す
が
、
７
月
頃
に
は
供
給
体
制

が
取
れ
る
見
込
み
で
す
。 

助
成
対
象
者
／
現
在
高
校
２
年

生
相
当
の
方
で
平
成
23
年
９
月

30
日
ま
で
に
１
回
目
の
接
種
を

し
た
方
。
（
三
回
目
接
種
が
平
成

24
年
３
月
31
日
ま
で
） 

問
／
健
康
課
親
子
保
健
係 

 

内
線
１
３
５
、
１
３
６ 

 

信
号
機
の
故
障
に
注
意 

 

震
災
の
影
響
で
、
信
号
が
点
灯

し
て
い
な
い
交
差
点
や
、
道
路
状

況
が
悪
い
箇
所
が
あ
り
ま
す
。
運

転
す
る
皆
さ
ん
は
い
つ
も
以
上

に
注
意
を
す
る
よ
う
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。 

 

ま
た
、
歩
行
者
も
、
交
差
点
で

は
左
右
を
確
認
し
、
注
意
し
て
横

断
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

問
／
交
通
防
災
課
交
通
防
犯
係 

内
線
２
７
２ 

    

 
試験区分 上級（大学卒業程度） 上級（大学卒業程度）

職種
（採用予定人員）

行政（１０人程度） 土木（若干名）

年齢、資格要件など

募集要領

申込期間

第１次試験

第２次試験
（予定）

試験の概要

６月１日（水）から配布

６月１日（水）～２０日（月）
※郵送の場合は、２０日必着

期日／７月２４日（日）
会場／未定
内容／教養試験など

期日／８月２９日（月）～９月２日（金）の間１日
会場／多賀城市役所
内容／集団討論、面接試験

次のいずれかに該当する方
１　昭和57年４月２日～平成２年４月１日に生まれ
た方
２　平成２年４月２日以降に生まれた方で、学校教
育法による大学（短期大学を除く）を卒業した方、も
しくは平成２４年３月までに卒業する見込みの方
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７
月
か
ら
の
病
院
で
の
支
払

い
に
つ
い
て
（
国
民
健
康
保

険
お
よ
び
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
） 

 

震
災
で
被
害
を
受
け
た
被
保

険
者
の
方
で
、
住
家
の
全
壊
・
半

壊
・
死
亡
・
重
篤
な
傷
病
を
負
っ

た
な
ど
の
一
定
要
件
に
該
当
す

る
方
は
、
医
療
機
関
等
で
の
自
己

負
担
金
を
支
払
う
こ
と
が
困
難

な
際
に
は
、
６
月
ま
で
は
医
療
機

関
の
窓
口
で
申
し
出
を
す
る
こ

と
で
、
支
払
い
が
猶
予
ま
た
は
免

除
さ
れ
ま
す
。 

  

７
月
以
降
は
、
医
療
機
関
で
受

診
す
る
際
に
「
一
部
負
担
金
等
免

除
証
明
書
」
の
提
示
が
必
要
で
す
。

証
明
書
発
行
の
手
続
き
は
、
６
月

中
旬
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

  

な
お
、
６
月
ま
で
は
本
市
よ
り

内
容
確
認
の
た
め
、
お
問
い
合
わ

せ
す
る
場
合
が
あ
り
、
条
件
に
該

当
し
な
い
際
に
は
、
猶
予
ま
た
は

免
除
を
受
け
た
自
己
負
担
分
を

お
支
払
い
い
た
だ
く
こ
と
が
あ

り
ま
す
。 

問
／
国
保
年
金
課 

内
線
１
２
１
〜
１
２
６ 

 

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除 

 

震
災
に
よ
り
、
住
宅
、
家
財
、

そ
の
他
の
財
産
に
つ
い
て
、
お
お

む
ね
２
分
の
１
以
上
の
損
害
を

受
け
ら
れ
た
方
な
ど
は
、
申
請
に

基
づ
き
、
国
民
年
金
保
険
料
が
全

額
免
除
に
な
り
ま
す
。
申
請
さ
れ

る
際
に
は
、
被
災
状
況
届
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
申
請
手
続
き
に
つ

い
て
は
、
市
役
所
窓
口
ま
た
は
仙

台
東
年
金
事
務
所
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
免
除
の
手
続
き

は
、
７
月
末
日
ま
で
に
行
っ
て
く

だ
さ
い
。 

※
保
険
料
の
口
座
振
替
を
利
用

さ
れ
て
い
る
方
で
、
被
災
に
よ
り

今
後
の
保
険
料
納
付
が
困
難
な

方
は
、
口
座
振
替
の
停
止
手
続
き

が
必
要
で
す
の
で
、
速
や
か
に
市

役
所
窓
口
ま
た
は
仙
台
東
年
金

事
務
所
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

問
／
仙
台
東
年
金
事
務
所
国
民

年
金
業
務
課 

5
２
５
７
・
６
１
１
５ 

 

乳
幼
児
、
心
身
障
害
者
、
母

子
・
父
子
家
庭
医
療
費
助
成

に
係
る
特
例 

 

現
在
、
所
得
制
限
に
よ
り
医
療

費
助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

な
い
方
で
、
震
災
に
よ
り
一
定
の

被
害
を
受
け
た
方
に
対
し
て
特

例
と
し
て
医
療
費
を
助
成
し
ま

す
。 な

お
、
申
請
に
は
別
途
確
認
の

書
類
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

対
象
／ 

①
震
災
に
よ
り
助
成
対
象
者
が

居
住
す
る
住
宅
が
、
り
災
証
明
書

で
大
規
模
半
壊
ま
た
は
全
壊
で

あ
る
と
証
明
さ
れ
た
と
き 

②
震
災
に
よ
り
生
計
を
主
と
し

て
維
持
す
る
者
が
死
亡
し
た
こ

と
、
ま
た
は
そ
の
者
が
30
日
以
上

入
院
し
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
世

帯
の
所
得
が
著
し
く
減
少
し
た

と
き 

③
震
災
に
よ
り
生
計
を
主
と
し

て
維
持
す
る
者
が
事
業
ま
た
は

業
務
の
休
廃
止
、
失
業
（
自
己
都

合
退
職
は
除
く
）
な
ど
に
よ
り
、

そ
の
世
帯
の
所
得
が
著
し
く
減

少
し
た
と
き 

問
／
国
保
年
金
課 

内
線
１
２
１
〜
１
２
６ 

 

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

の
交
付 

 

有
効
期
限
が
平
成
23
年
５
月

31
日
以
前
の
国
民
健
康
保
険
被

保
険
者
証
を
お
持
ち
の
方
を
対

象
に
、
６
月
１
日
か
ら
ご
使
用
い

た
だ
く
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証
を
送
付
し
ま
す
。 

 

各
避
難
所
で
の
受
け
取
り
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。 

問
／
収
納
課
滞
納
整
理
係 

内
線
１
９
５
、
１
９
６ 

   

５
月
請
求
分
水
道
料
金
お
よ

び
下
水
道
使
用
料 

本
市
給
水
区
（
塩
竈
市
給
水
区

を
除
く
。）
の
す
べ
て
の
お
客
さ

ま
を
対
象
に
、
３
月
11
日
に
発
生

し
た
震
災
に
伴
う
負
担
軽
減
の

た
め
、
３
月
お
よ
び
４
月
請
求
分

の
取
り
扱
い
に
加
え
、
５
月
分
水

道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
は
、
５

月
検
針
使
用
水
量
と
１
月
〜
３

月
の
平
均
使
用
水
量
を
比
較
し
、

少
な
い
方
で
請
求
し
ま
す
。 

ま
た
、
通
水
の
遅
れ
た
地
域
や

通
水
し
て
い
な
い
次
の
地
域
に

お
い
て
は
、
水
道
料
金
・
下
水
道

使
用
料
共
に
全
額
免
除
し
ま
す
。 

な
お
、
こ
れ
ら
に
関
す
る
申
請

手
続
き
は
不
要
で
す
。 

全
額
免
除
／
大
代
六
丁
目
の
一

部
、
栄
二
丁
目
の
一
部
、
栄
三
丁

目
、
栄
四
丁
目
の
一
部
、
明
月
一

丁
目
、
明
月
二
丁
目
、
宮
内
一
丁

目
、
宮
内
二
丁
目
、
町
前
一
丁
目

の
一
部
、
町
前
四
丁
目 

問
／
上
水
道
部
管
理
課 

内
線
７
６
６
〜
７
７
０ 

 

地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
の
無
償

給
付 総

務
省
で
は
、
経
済
的
な
理
由

で
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
ま
だ

視
聴
で
き
て
い
な
い
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放

送
受
信
料
全
額
免
除
世
帯
」
「
市

町
村
民
税
非
課
税
世
帯
」
に
対
す

る
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
平
成
23
年
５
月
か
ら

「
東
日
本
大
震
災
の
被
災
世
帯
」

を
支
援
の
対
象
に
加
え
ま
し
た
。 

具
体
的
に
は
、
ま
だ
地
上
デ
ジ
タ

ル
放
送
に
対
応
で
き
て
い
な
い

「
半
壊
、
半
焼
ま
た
は
床
上
浸
水

以
上
の
程
度
の
被
害
を
受
け
た

世
帯
」
に
、
簡
易
な
チ
ュ
ー
ナ
ー

（
１
台
）
の
無
償
給
付
な
ど
を
行

い
ま
す
。 

詳
し
く
は
、
総
務
省
地
デ
ジ
チ

ュ
ー
ナ
ー
支
援
実
施
セ
ン
タ
ー

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

問
／
総
務
省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ

ー
支
援
実
施
セ
ン
タ
ー 

5
０
５
７
０
・
０
３
３
・
８
４
０ 

 

宮
城
県
獣
医
師
会
の
お
知
ら

せ 
 動

物
病
院
で
、
被
災
さ
れ
た
方

の
ペ
ッ
ト
の
無
料
医
療
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

 

相
談
の
結
果
、
治
療
が
必
要
に

な
っ
た
場
合
は
、
治
療
費
が
助
成

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

獣
医
師
会
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。 

期
間
／
５
月
11

日
(水)

〜
６
月

10
日
(金) 

問
／
社
団
法
人
宮
城
県
獣
医
師
会 

5
２
９
７
・
１
７
３
５ 
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人
権
相
談
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル 

人
権
相
談
所
の
全
国
統
一
電
話

番
号 

5
０
５
７
０
・
０
０
３
・
１
１
０ 

（
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番
） 

受
付
／
平
日
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分 

相
談
は
、
法
務
局
職
員
ま
た
は

人
権
擁
護
委
員
が
応
じ
ま
す
。 

秘
密
は
必
ず
守
ら
れ
ま
す
。 

問
／
仙
台
法
務
局
塩
釜
支
局 

5
３
６
２
・
２
３
３
８ 

 

人
権
な
ん
で
も
相
談
所 

 

毎
年
６
月
１
日
は
「
人
権
擁
護

委
員
の
日
」
で
す
。
こ
れ
に
ち
な

ん
で
、
全
国
一
斉
に
無
料
相
談
所

を
設
置
し
ま
す
。 

 

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴

力
、
お
年
寄
り
や
子
ど
も
へ
の
虐

待
、
会
社
な
ど
に
お
け
る
セ
ク
シ

ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
い
じ

め
や
体
罰
、
近
隣
と
の
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
の
人
権
問
題
に
つ
い
て
、
人

権
相
談
員
が
各
避
難
所
で
相
談

に
応
じ
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
。
ど
ん
な
こ
と
で
も
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

日
時
／
６
月
１
日
(水)
午
前
10
時

〜
正
午 

場
所
（
避
難
所
）
／ 

・
文
化
セ
ン
タ
ー 

・
総
合
体
育
館 

・
山
王
地
区
公
民
館 

相
談
担
当
者
／
人
権
擁
護
委
員 

問
／
仙
台
法
務
局
塩
釜
支
局   

5
３
６
２
・
２
３
３
８ 

 

「
ゆ
め
多
彩
」
休
刊 

 

生
涯
学
習
の
啓
発
を
目
的
と

し
て
、
生
涯
学
習
１
０
０
年
構
想

実
践
委
員
会
が
毎
年
度
４
月
・
10

月
・
２
月
に
発
刊
し
て
い
る
生
涯

学
習
だ
よ
り
「
ゆ
め
多
彩
」
を
今

年
度
は
、
休
刊
し
ま
す
。 

問
／
生
涯
学
習
１
０
０
年
構
想

実
践
委
員
会 

阿
部 

5
３
６
４
・
８
０
９
６ 

 

市
立
図
書
館
本
館
・
山
王
分

室
臨
時
開
館 

 

こ
れ
ま
で
、
震
災
の
影
響
に
よ

り
、
開
館
し
て
い
な
か
っ
た
、
市

立
図
書
館
本
館
・
山
王
分
室
が
臨

時
開
館
し
ま
し
た
。
貸
出
・
返
却

の
み
の
利
用
と
な
り
ま
す
。 

 

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
市
立
図
書
館
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

問
／
市
立
図
書
館 

5
３
６
７
・
１
７
３
０ 

   

多
賀
城
跡
あ
や
め
ま
つ
り
中

止 

駐
車
場
の
確
保
な
ど
が
困
難

な
た
め
、
平
成
23
年
度
の
多
賀
城

跡
あ
や
め
ま
つ
り
を
中
止
し
ま

す
。 

問
／
商
工
観
光
課
観
光
係 

内
線
４
７
２
（
土
曜
・
日
曜
日
、

祝
日
は
観
光
案
内
所
5
３
６

４
・
５
９
０
１
） 

 

甲
種
防
火
管
理｢

新
規
」
講
習 

ホ
テ
ル
、
旅
館
、
学
校
、
病
院
、

工
場
、
事
務
所
等
で
多
数
の
人
々

が
出
入
り
し
、
勤
務
す
る
事
業
所

（
平
成
21
年
４
月
１
日
か
ら
は

小
規
模
な
社
会
福
祉
施
設
な
ど

も
含
む
）
ま
た
は
、
一
つ
の
建
物

内
に
管
理
権
原
者
が
異
な
る

種
々
の
テ
ナ
ン
ト
な
ど
が
存
在

す
る
場
合
で
、
各
テ
ナ
ン
ト
の
管

理
す
る
収
容
人
員
が
多
い
場
合

に
は
消
防
法
に
定
め
ら
れ
た
資

格
を
有
す
る
防
火
管
理
者
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
そ
の
資
格
取
得

講
習
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。 

日
時
／
７
月
４
日
(月)
午
前
10
時

〜
午
後
５
時 

７
月
５
日
(火)
午
前
10
時
〜
午
後

３
時
３０
分 

場
所
／
塩
釜
商
工
会
議
所
会
議

室
（
塩
竈
市
港
町
一
丁
目
６-

20
） 

受
付
期
間
／
６
月
20

日
(月)

〜

24
日
(金) 

定
員
／
80
人
（
先
着
順
） 

申
込
場
所
／
塩
釜
地
区
消
防
事

務
組
合
管
内
の
消
防
署 

＊
受
講
の
際
は
テ
キ
ス
ト
が
必

要
で
す
。
各
消
防
署
で
の
受
付
の

際
に
、
塩
釜
地
区
防
災
安
全
協
会

が
３
、
６
０
０
円
で
販
売
し
ま
す
。 

問
／
塩
釜
地
区
消
防
事
務
組
合

消
防
本
部
予
防
課
指
導
係 

 

5
３
６
１
・
１
６
１
６ 

                           

                                  

６月から予定していた各種健（検）診は、震災の影響により一部を延期します。 
 今後の日程および場所については、決まり次第お知らせします。 
延期する健（検）診／特定健康診査（健康診査）、肺がん・結核健診、肝炎ウィルス検診、
前立腺がん検診、胃がん検診、子宮がん検診、乳がん検診、骨粗しょう症検診 
延期しない検診／大腸がん検診、歯周疾患検診は10月に実施予定。 
問／健康課成人保健係 内線１３１～１３４ 
 

市
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

市
民
生
活
再
建
等
に
関
す
る
緊
急

要
望
書
を
提
出 

多
賀
城
市
議
会
は
、
５
月 

日

被
災
し
た
市
民
の
救
援
と
生
活

再
建
、
地
域
産
業
の
復
興
な
ど
を

内
容
と
し
た
要
望
書
を
、
内
閣
総

理
大
臣
を
は
じ
め
宮
城
県
選
出

の
国
会
議
員
、
宮
城
県
知
事
、
多

賀
城
市
長
に
提
出
し
ま
し
た
。  

  

こ
れ
は
、
４
月
４
日
に
設
置
し

た
「
東
日
本
大
震
災
対
策
委
員

会
」
の
討
議
中
、
迅
速
に
対
応
を

要
す
る
項
目
に
つ
い
て
、
緊
急
的

に
実
施
す
る
こ
と
に
し
た
も
の

で
す
。 

  

な
お
、
内
容
は
８
月
発
行
予
定

の
「
議
会
だ
よ
り
」
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。 

  

「
が
ん
ば
ろ
う
多
賀
城
！
」 

問
／
議
会
事
務
局 

 

内
線
３
１
１ 

13

(金) 
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◆子ども手当◆ 

 子ども手当は、平成２３年４月から９月までの「６カ月間」、引き続き支給されることになりまし

た。 

支給金額／子ども１人につき月額１３，０００円 

支給対象／０歳から中学校卒業まで（０歳から１５歳になった後の最初の３月３１日まで） 

支給月／６月１０日(金)（２月分から５月分）、１０月（６月分から９月分） 

※平成２３年６月の「現況届」の提出は不要です。ただし、１０月に届出・申請などが必要となる

ことがあります。 

問／こども福祉課内線１８１、１８２ 

◆留守家庭児童学級◆ 

 現在、通常保育（午後６時まで預かり）を行っています。 

  また、平成２３年度の留守家庭児童学級利用料決定通知書を各ご家庭に配布いたしました。配布

物の確認ができない場合は、こども福祉課5３６８－１１４１（内線１８３、１８４）までお問い

合わせください。 

◆保育所（園）◆ 

  市立保育所、認可保育所（園）ともに通常保育を行っています。 

 下馬みどり保育園は、５月２３日（月）から新園舎（下馬一丁目１０番４号5３６１－３３８５）

で保育を行っています。 

  認可外保育園のうち、おおぞら保育園（クローバー保育園から改称）および明月託児所は、太陽

の家で保育を行っています。 

 なお、ちびっこランドジャスコ多賀城園は、現在休園中です。 

◆ミルクの配布◆ 

 乳児がいるご家庭で、ミルクが必要な方は、市役所のほか、次の保育所でも配布していますので、

ご利用ください。 

鶴ケ谷保育所 5３６３－１８５６     笠神保育所 5３６５－６９６２ 
志引保育所  5３６８－９８８７     八幡保育所 5３６７－５２００ 
あかね保育所 5３６８－９１５４     浮島保育所 5３６８－０４４０ 

 配布期間は、５月下旬（土曜、日曜日を除く）までの午前９時から午後５時までです。 

 なくなり次第終了します。また、種類によってはご希望に添えない場合があります。 

◆保育料および留守家庭児童学級利用料などの減免◆ 

 平成２３年度の保育料、延長保育料および留守家庭児童学級利用料について、被害の程度に応じ

て減免を行う予定です。詳細については決定次第お知らせします。 
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会場は、すべて西部児童センター。費用はすべて無料。

受け付けは午前９時から。 5３６８-４１４２ 

《特別講話》 

災害時のこころのケア～あせらず、一緒に～
日時／６月１０日（金）午前１０時１５分 

～１１時３０分 

会場／子育てサポートセンター 

内容／講話、質疑応答 

講師／子ども総合センター児童精神科医 

 小野寺滋実氏 

対象／未就学児の保護者２５人 

費用／無料 

申込／５月３１日（火）午前９時から直接また

は電話で 

＊個別の相談にも対応します。詳細は、お問い

合わせください。 

費用は、すべて無料。受け付けは午前９時から。

5３８９－２１８０ 

離乳食講習会 

日時／６月７日（火）午前９時３０分～正午 

会場／母子健康センター 

対象・定員／７カ月児～８カ月児の保護者１５組

（先着順） 

費用／２００円 

持ち物／母子健康手帳、筆記用具、おむつ、ミル

クなど 

申込・問／６月３日（金）まで健康課親子保健係

へ 内線１３５、１３６ 

申し込み問い合わせは、各館（センター）へ直接また

は電話で。いずれのイベントも参加対象者は市内居住

者に限ります。 会場は、すべて鶴ヶ谷児童館。申し込みは、本人

または家族の方に限ります。5３６２-０７６３ 

イベント名 対象・定員 申し込み

チャレンジ教室3
講師とニュースポーツにチャレ
ンジ

6月
8日
(水)

15:00
～

16:00
小学生

おやこのひろば
いろいろなおもちゃ遊び

6月
15日
(水)

1歳以上の
幼児と保護
者

ママとチャレンジ教室
講師と体を動かす遊び

6月
17日
(金)

2歳以上の
幼児と保護
者20組
（先着順）

一輪車のり認定会１
6月
18日
(土)

10:00
～

11:30
小学生30人

みんなおいで
シャボン玉あそび

6月
22日
（水）

10:15
～

10:45

1歳以上の
幼児と保護
者15組
（先着順）

6月8日(水)
から

トランポリン教室１
6月
25日
（土）

①
9:00
～

10:20
②

10:30
～

11:50

小学生①②
各15人
（先着順）

6月10日(金)
から

ちいさな七夕づくり
6月
29日
（水）

10:15
～

11:15

2歳以上の
幼児と保護
者20組
（先着順）

6月15日(水)
から

10:15
～

11:15

日時

不要

6月6日(月)
から

イベント名 対象・定員 申し込み 費用

おもちゃランド
おもちゃで遊んだり、体操や、
絵本などのおはなし
※2日は、おはなしの会くれよ
んの皆さんが来ます。

6月
2日・
9日・
16日
(木)

10:15
～

11:30

乳幼児と
保護者 不要 無料

サラサラ七夕かざり
七夕かざり作りと流しそうめんの
体験

6月
22日
(水）

10:15
～

11:30

2歳以上の幼
児と保護者
（30組）

6月6日（月）
午前9時から

100円
（材料代）

いっしょに遊ぼう１歳児
6月
24日
(金)

10:30
～

11:15

１歳児と
保護者

不要 無料

小学生ランド１「七夕＆そうめ
ん」

6月
25日
(土)

9:30
～

11:30

小学生30人
（先着順）

6月10日（金）
午後3時から
費用持参の
上、直接来館

ワッショイワッショイ夏まつり
おみこし、出店、おまつり太鼓
の踊りなど

7月
13日
(水)

10:15
～

11:30

2歳以上の幼
児と保護者
（25組）

6月27日（月）
午前9時から

日時

150円
（材料代）

イベント名 会場 対象・定員 申し込み
キッズデー
親子ビクス
講師：島貫照美氏
（OKJ認定インストラク
ター）

6月
１日
(水）

10:30
～

11:30

母子健康
センター

1歳6カ月以上児
と保護者30組

事前要予約

どこでもハッピー
地域に出向き、遊び
の場を提供

6月
7日
(火)

10:00
～

11:30

城南
集会所

未就学児と
保護者

不要

すくすくハッピー３
年齢に合わせた体を
動かす遊びや、遊具
を使った自由な遊び

6月
28
日
(火）

10:15
～

11:15

子育て
サポート
センター

Ｈ21.12月～
Ｈ22.4月生まれ
の幼児保護者
15組

6月14日（火）
午前9時から

日時
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 東日本大震災で甚大な被害を受けた多賀城市へ、全国各地の皆さんから励ましのメッセージ、人的援助、救援物資

など多くのご支援をいただき、深く感謝申し上げます。これまでの多大なご支援に感謝するとともに、一日も早い復

興に向けて全力で取り組んでおりますので、引き続きご支援、ご協力を賜りますよう、お願い申し上げます。 
 なお、個人の方のお名前は、掲載を控えさせていただいております。また、記載漏れやお名前の誤りがありました

場合はご容赦ください。 
（敬称は略させていただきます）

◆物資の提供・人的支援をいただいた皆さん（50 音順、4 月 30 日現在）

ア行  
(株)相沢組、(株)アイソテック、(株)アイン、あいおいニッセイ同和損保(株)東北本部、愛和食品、(有)アイランド、愛知県、愛知県幸田

町、愛知県災害対策全国連絡会、愛知県労働組合、青森県トップランナー青春農場直売会、青森県4H クラブ、青山フラワーマーケ

ット、アオキ(株)、(株)赤塚、阿含宗、昱機電(株)、秋田県、秋田フットボールクラブ(株)、秋田県鹿角市、(株)淺沼組東北支店、アサ

ヒサンクリーン(株)、(株)旭工業所、朝日新聞下馬販売所、味の素食品、(株)アス、(有)アストロワークス、あすかロータリークラブ、ア

スクル仙台物流センター、(株)安住商会、東幼稚園、アップルランド労働組合、(株)アットエフ、アット・エス、NPO法人渥美半島ハイキ

ングクラブ、アヌーク、安倍重機(有)、阿部勘酒造店、阿部興業(株)、阿部蒲鉾店、(株)アペックス、アメリカンスクール・イン・ジャパ

ン、(有)新井企業、(株)アリエージェンシー、アルファ・ジャパン、アル フィオーレ、(株)アルトホワイト急便、（株）アルファーマ・メディカ

ル、(株)アンガー、アンネットヒューマン、イオン(株)、イオン多賀城店、イオン今市店、イオンリテール(株)、伊賀市災害ボランティア

支援センター、石井小児科、石井食品(株)、泉沢介護支援サービス、泉松クリニック、(福)一寿会、一番屋、一心一友会、(有)イデア

コミュニケーションズ、(株)伊藤園、(有)イトウ産業、伊藤忠商事、(株)伊藤鳶工務店、井上運送(株)、茨城県石岡市、茨城県地域女

性団体連合会、(株)イボキン、今井医院、印刷産業青年連絡協議会、インスティネットジャパンリミテッド、(社)インタープリテーション

ネットワークジャパン、ウェルライフガーデン多賀城、(有)上田衣料、上野輸送(株)、(株)ウエマツ、NPO 法人ウォーターリスクマネジメ

ント協会、浮き玉ベースボール全国事務局、(株)内田洋行教育システム事業部、宇宙法則研究会、内海運送、梅津歯科クリニック、

NPO 法人浦戸福祉会、運輸維新会、(株)栄進フーズ、(株)エーデルワイス、(有)エクストリーム、エクセルサロンプリーマ、江口商店、

エコモット(株)東北営業所、エヌメック東日本(株)仙台支店 、荏原実業(株)、恵比寿から絵本を届ける会、エム・クラブ、エムシーワ

ーク(有)、(株)エムズスタイルテクノロジー、王子チヨダコンテナー(株)、(株)オードリー、オーシャン.S、オールジャパンライン(株)、オ

ーサワジャパン、大阪府、大阪税関監視部、大阪府池田市、大阪府豊中市、大阪府民医連、(有)大竹商店、(株)大塚商会仙台支

社、大場美容室、大堀、大宮アルディージャサポーター、岡田商店(株)、(株)オガワエコノス仙台工場、岡山県岡山市、岡山県総社

市、岡山県津山市野村葬祭会館、置賜クリーン設備(株)、贈る図書館、(株)オズビジョン、おだかクリニック、小野屋ホテル、小原流

多賀城支部、おもちゃの図書館、小山田煎餅店、オリエントアート(株)、折長段ボール(株)、(株)オンデーズ 

 

 
カ行 
 
カーブス、香川県、かきや、角井食品(株)、(株)学陽書房、掛川インターナショナルクリスチャンスクール、鹿児島南ロータリークラブ、

鹿島台デリシャスファーム(株)、カゴメ(株)、笠神自治会、菓匠三全、(社)柏青年会議所、柏木工(株)、カズノリムラタ、和典電機工業

(株)、ガスト多賀城店、海然遊、(有)勝巳興業、勝山水産(株)、(株)学研エリアマーケット仙台支店、加藤興業、カトリック塩釜教会、神

奈川県小田原市、神奈川県川崎市、神奈川県少林寺拳法連盟、金沢スポーツ、金沢中央病院職員の会、金沢福祉センター、NPO

法人可児市NPO協会、かにNPOセンター、カネヒロ商店、狩野グループ、(株)河北新報仙台東販売センター(多賀城店、多賀城東部

店)、河北新報多賀城西部専売所、(株)河北高野新聞店(佐浦町支店、玉川支店)、河北新報七ヶ浜専売所、河北新報岩切販売所

佐藤新聞販売店、カメイ物流サービス(株)、(株)カルモア、韓国食堂、関東三菱自動車工業(株)、環清工業(株)、キーコーヒー(株)仙

台営業所、(株)北日本ウエスターン、北出病院、キッズウェアすぷりんぐ、(株)キッズコーポレーション、岐阜県、岐阜県可児市、(有)

ギフトのキムラ、(株)木本生花、九州観光(株)、救援物資配給チーム「とどけ隊」、京都府京丹後市、(株)協和、共和コンクリート工業

(株)、共立製薬(株)、京都大好きプロジェクト、帰楽院、近物レックス(株)、銀の糸グループ、銀座コージーコーナー、くいしん坊、草嶋

接骨院、クサカル交通、くすりのラ・メール、クボタ環境サービス(株)、公文式折戸東山教室、(株)クラッカースタジオ、クラレトレーディ

ング(株)、(株)グランドステージ、(有)グランドパックス石の泉、(協)クリーン・センター宮城、クリーンマテリアル、(株)グリーンハウスフー

ズ、(株)クレオ、黒川衛生(協業)、グローブエナジー(株)、群馬県、群馬県伊勢崎市、群馬県太田市、群馬県桐生市、群馬県渋川

市、群馬県館林市、群馬県高崎市、群馬県富岡市、群馬県沼田市、群馬県藤岡市、群馬県藤岡市鬼石商工会、群馬県前橋市、群

馬県みどり市、群馬県安中市、(株)京王ズコミュニケーション、ケルヒャー、建築金物shop、ケンコーコム(株)、(有)元気物産、(株)コイ

シカワ仙台営業所、(株)鴻池組東北支店、工建設(株)、弘進ゴム(株)、(福)功寿会、巧成建設(株)、高知県、高知県宿毛市議会、こう

べ市民福祉振興会、広友リース(株)東北支店、コーロン社、日本コカ・コーラ(株)、仙台コカ・コーラボトリング(株)塩釜営業所、(有)五

感、国際協力NGO ジョイセフ、(株)国際資源リサイクルセンター、国際ヒーリング看護協会、NPO 法人国際ボランティア学生協会、 
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国産製菓(株)、国税庁、国土交通省九州地方整備局博多港湾空港整備事務所、児島電器、コスモ石油販売(株)東北カンパニー、

コニカミノルタビジネスソリューションズ(株)、小林総業(株)、(株)駒井ハルテック、五洋建設(株)、コレエダ・ドット・コム、今野印刷(株)、

今野板金 

 

サ行 
 
サークル信友、西園寺、災害医療チーム新潟 JMAT、(株)サイコー、サイゴンマーケット、埼玉県川口市、埼玉県熊谷市、埼玉オート

ショップ、在宅マッサージたんぽぽ、(有)齋藤総建、斉藤工務店、在日インド大使館、財務省東北財務局、坂総合病院、坂総合病院

医療支援スタッフ、佐賀県、佐賀県肥前精神医療センター、(社)寒河江青年会議所、(株)櫻井コーポレーション、(株)笹の浦、札幌

根っこの会、サティアサイオーガニゼーション、佐藤工業(株)、佐藤精肉店、サロンエプロン、ザ・ワールドブックス＆カフェ、産経新聞

塩釜多賀城専売所、サンケミファ(株)、三信化工(株)仙台営業所、(株)サンデー、(株)サンデリカ仙台第2営業所、(株)サン・ベンディ

ング東北、サンユーペイント(株)、三輪商事(株)、(株)ジェーシーアイ、自衛隊、陸上自衛隊、自衛隊仙台病院、塩竈市、(社)塩釜歯

科医師会、塩釜消防本部、塩釜倉庫(株)、塩釜聖書ハプテスト協会、色麻町、滋賀県、滋賀県大津市、滋賀県彦根市、滋賀医科大

学医学部医学科、シスターゴールデンへア、静岡県伊豆の国市、静岡県小山町、静岡県小山町建設業協会、静岡県小山町消防 7

分団、静岡県三島市、資生堂販売（株）東北支社仙台オフィス、自然食と穀菜食の店こくさいや、シダックス・コミュニティー(株)、シデ

ル・ジャパン(株)、(社)品川活性化委員会、(株)シノ建、芝浦工業大学二輪車愛好会、(有)渋谷清掃、島根県、嶋福祉会、清水沼幼

稚園、(株)ジャニーズ事務所、ジャークインタイム、(株)ジャイアント、ジャパンサンヨー(株)、(株)シャミオール、(株)シャルレ、純愛プ

ロジェクト、自由民主党本部、自由民主党埼玉県連、自由民主党群馬県支部連合会館林青年部、小学館アカデミー、生涯学習 100

年構想実践委員会、(有)将電工、城南歯科クリニック、城南指圧、城南自治会、(株)乗馬クラブクレイン、消防団第3分団婦人部、城

北病院、少林寺、少林寺拳法南予連合、(宗)松緑神道大和山、ショーワグローブ(株)、食道だんらん、ショコラティエミキ、(株)ジョンブ

ル他倉敷市内繊維会社、(株)新開トランスポートシステムズ、真宗大谷派(東本願寺)仙台教務所、親切会東北支部、新理想工業

（株）、シンレキ工業(株)東北事業所、(株)スイデン、スエヒロ時計店、すきや多賀城中央店、スキルアップジャパン(株)、鈴木眼科医

院、鈴木工業(株)、鈴木工務店、(株)鈴幸商店、(株)鈴商、鈴屋金物(株)、スタジオウィン、(株)スタジオナッシ、ズッキーニファシル

(株)、(株)スピック、(株)スマート・コンフォート、すみれ保育園、住友生命保険(相)(多賀城支部、宮城栄支部)、聖書パブテスト教会、

整体プラス、NPO 法人青少年自立援助センター、(有)せいの農園、聖和学園短期大学、世界文化社販売(株)仙台、NPO 法人セカン

ドフード、関口内科胃腸科医院、(株)石油ガス工事、セコム(株)、瀬戸神社野の花会、セブンホーム、セブンイレブン多賀城明月店、

セブンイレブン高崎3丁目店、セブンイレブン八幡3丁目店、(株)ゼロ、(株)ゼンリン、千金堂、(社)全国エルピーガス卸売協会宮城県

支部多賀城部会、全国キャラバンメイト連絡協議会、全国こども電車教室実行委員会、(財)全国里親協会、全国在宅歯科診療山形

チーム、NPO 全国鍼灸マッサージ協会、全国訪問ボランティアナースの会、千趣会、(株)仙糧、仙台市、仙台市水道局、仙台市榴

岡児童館、仙台地方振興事務所、仙台育英学園、(財)仙台YMCA、仙台89ERS、(有)仙台写真工房文化事業部、仙台スターバック

ス、仙台ターミナルビル(株)、仙台とどけ隊、仙台ピアノサービス、仙台フィルハーモニー管弦楽団、(株)仙台リオン補聴器センター、

セントラル自動車(株)、センユー(株)、創価学会宮城太陽県、綜合警備保障(株)、(株)綜合キャリアオプション、双日エネルギー(株)

仙台支店、総務省東北総合通信局、ソニー(株)仙台テクノロジーセンター、ソニーケミカル＆インフォメーションデバイス(株)、ソニー

仙台FC、ソフィア工房、ソフトバンク市名坂店、NPO 法人そらべあ基金 

 

タ行 
 
第一法規(株)、第一生命、(有)大英、大吉シール(株)、ダイショージャパン(株)、大新東ヒューマンサービス(株)仙台支店、大新東

(株)、(株)大政商事、大成建設(株)、大道塾多賀城支部、第二管区海上保安部、太白区上手内サウスヒルズ町内会、タイヘイ(株)仙

台営業所、大万紙業(株)、太陽生命、太陽ニッサンエンジニアリング、大和町、(有)高清水食糧、多賀城高等学校硬式野球部、(有)

多賀城衛生、多賀城高校吹奏楽部、多賀城・七ヶ浜商工会、多賀城小学校 PTA、多賀城市 PTA 連絡協議会、多賀城市管工事事

業協同組合、多賀城市建設工事災害防止協議会、多賀城市食生活改善推進委員会、多賀城市婦人会、多賀城市理容組合、多賀

城市日赤奉仕団、多賀城・天童ライオンズクラブ、(株)多賀城フラワー、多賀城ロータリークラブ、高橋工業(株)、多賀モリ会、高山、

(株)タクティー、武田薬品工業(株)東北支店仙台営業所、(株)タケヒロレッカー、たこまさ、立川ブラインド工業(株)、田中ホールディン

グス(株)、(有)田中屋水産、玉井屋本舗、NPO 法人地域の芽生え 21、チームてっぺん、NPO 法人地球の楽好、治療家甲子園、(有)

ツインズ、津軽保健生活協同組合こころのケアチーム、月うさぎ、つなプロ、つばさ薬局、帝人在宅医療株式会社、ディズニーウェア

専門店MC ハウス、ディバーシー(株)、デジサポ宮城、(株)テミル、デラバル(株)、デリシャスファーム、テルモ(株)、出羽桜酒造(株)、

天下一品ラーメン、天真小学校ＰＴＡ、伝上山有志会、天台宗茨城教区、天童東ロータリークラブ、天理教災害救援ひのきしん隊、

天理教河原町大教会、天理教多賀城分教会、土井精菓、東亜新薬(株)、東京都足立区、東京都国分寺市、東京都墨田区、東京都

府中市、東京都府中市消防団、東京都瑞穂町、東京都瑞穂町ボランティアセンターみずほ、東京ショコラ、東京すんぬぐ、東京ディ

ズニーリゾート、東光タクシー、東静電機(株)、(株)同仁社リースキン事業部、(株)東配、動物愛護団体エンジェルズ、東邦アセチレン

(株)、東北３Ｒシステムズ、東北関東大震災復興応援プロジェクト SDS2011、東北学院大学、東北学院大学土樋キャンパス、東北学

院大学多賀城キャンパス、東北学院大学硬式野球部、東北学院大学ボランティアステーション、(株)東北建設企画、東北スチー

ル、東北太平洋沖地震生活支援協会、東北発電工業(株)、東北電機製造(株)、東北ドック鉄工(株)、東北福祉大学、東北マツダ、東

北ミツウロコ、東北ユーザック(株)、東北優良ケネル事業協同組合、東北楽天ゴールデンイーグルス、東北労働金庫多賀城支店、

(株)東陽、(株)東洋環境開発、東洋羽毛北部販売(株)仙台営業所、東陽防災設備(株)、ドコモショップ多賀城店、とちぎボランティア

ネットワーク、栃木県芳賀町、栃木県芳賀町商工会青年部、栃木県理容組合女性部、トッパンフォームズ(株)、富谷町、富田運輸

(株)、友綱部屋、友綱部屋後援会、とも子助産院、富山県高岡市、富山県高岡市万葉集全20 巻朗唱の会、 
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富山県舟橋村立図書館、(株)豊島、（株）豊田、トヨタ紡織(株)、トヨタ輸送(株)、トラック協会茨城、とらや、ドラックストアポピー、鳥越

整形外科、(株)ドロップキック、とんかつのさぼてん、とんちゃん亭 

 
ナ行 
 
ナーシング助産院、ナイス(株)、長井浄化槽センター、(株)ナカジマ、中谷石油(株)、中田鍼灸整骨院、(株)ナガトヤ、ナカノ商会、中

野島運輸、長野緑化、長野県長野市、長野県安曇野市上下水道部、長野県大町市水道部、長野県塩尻市水道事業部、(株)ナカヒ

ロ、長良川名水(株)、和み家、名古屋税関総務部総務課総務第1 係、那須建設(株)仙台支店、(株)ナチュラルウィン、奈良県、奈良

県奈良市、奈良県トラック協会、奈良佐保短期大学学生有志、ナリス化粧品東北営業所、(有)南風、新菱工業(株)、新潟リトルリー

グ、虹の丘サッカースポーツ少年団、ニシケン、西能ヶ田自治会、西本願寺仙台別院東北教区災害ボランティアセンター、西松建

設(株)、日栄商工(株)、日学(株)、日産サービス宮城サービスセンター(株)、日産カーレンタルソリューション、日進東北、日総工産

(株)仙台事業所、新田ミート、日天製菓、日特建設(株)東北支店、日本ハム(株)、日本折紙学会宮城県支部、(社)日本簡易ガス協

会、日本産業カウンセラー協会四国支部、日本財団、日本小児歯科学会東北大学歯学部小児歯科、日本商店会、(社)日本書籍出

版協会、日本助産師会、NPO 法人日本スタビライゼーション協会、日本ストーマ用品協会、日本生命保険(相)仙台支社多賀城営業

部、日本テトラパック(株)、日本電気(株)東北支社、日本特殊陶業(株)、日本トレーニング指導者協会、日本ヘルス工業(株)、NPO 法

人日本法輪大法学会、日本防災ネットワーク協会、日本ポリオ研究所、(公益財団法人)日本ユニセフ協会、日本ユニバ、日本郵便、

NPO 法人日本理美容福祉協議会、日本リラクゼーションフットケア協会、NPO 法人日本臨床美術協会、日本冷凍輸送、日本を創新

する会、弐萬園堂、(株)ニューセンコーポレーション、ニュージャージー州ホーボーケン小学校、ネイルパートナー(株)、ネピア、ネピ

アテンダー(株)、農林水産省東北農政局、(有)苗加製作所、(有)農研百姓塾、(株)ノーヴェ 

 

ハ行 
 
はあとランド、バイクフォージャパン、博報堂、蓮田外科、(株)パスコ、(株)八海山、発向興業(株)、(株)バッファロー、(有)花心、花工房

やまさと、パナホーム(株)、ハピークレープ、(株)パブリック・マネジメント・コンサルティング、林建設工業(株)、林製紙、(株)ハローワー

ク、パロマ東北支店、ハワイ州観光局、(有)パン・ネットワーク東京、(株)ハンドインハンド、ハンドメイドハウスぴこっと、ビーフレーション、

(有)ピーアンドエフ、ピーケイサイアム(有)、東小イーグルス、東田中南自治会、東日本総合整体学院仙台校、東日本旅客鉄道(株)

仙台支社、東能ヶ田子供会、飛騨運輸(株)、日立電子サービス(株)東北支社、(株)日立プラントテクノロジー東北支社、日之出水道

機器(株)、(株)飛躍、ピュアスポーツ多賀城スイミング、兵庫県薬剤師会、兵庫県伊丹市水道局、兵庫県川西市、兵庫県姫路市、ビ

ルド・フルーガス&ビルドスペース、広島県、広島県江田島市企業局、広島県竹原市水道課、広島県福山市水道局、広島市安佐南

区地域子育て支援センター、(有)フィットネスアポロ社、NPO法人フードバンクあがいん、（株）フードサービス、(株)フォーフロント、福井

県、福岡県田川市、福岡県太宰府市、福岡県みやま市、福島医療生活協同組合、福島印刷工業(株)、福島学院大学、福島県郡山

市、福島乳業(株)、フコク生命、藤園、フジカンパニー(有)、富士菊(株)、(株)フジコー、藤代健生病院、富士ゼロックス宮城(株)、(株)

フジタ東北支店、(株)富士薬品、(株)藤原清掃、双子の会ハーモニー、船橋二和病院、ぶなの木学園、ブラスアンドカンパニー(株)、

プラス(株)スマートスクール、プラス整骨院、(株)ブランホーム、(有)プランニング仁、(公益財団法人)プランジャパン、ブリヂストンサ

イクル東日本販売機東部営業本部南東北営業所、不 寺、(株)ぷりん、ぷりんぐみ(株)、ブルーコーラル、(株)ブルボン、フレッシュ

システム、プレミアイン、プロクター・アンド・ギャンブル・ジャパン(株)、文芸春秋、ベガルタ仙台、ヘペルサービス、(有)ヘルシーハッ

ト、(株)ベルシステム24東北支店、(株)ベルサンヨー、NPO法人法輪功、ホーマック(株)、ボーイスカウト多賀城第2団、(株)ポーラ、

北陸大学、(株)北雄プランニング、保健活動を考える自主的研究会、(株)ホスピタリティオペレーションズ、(株)ホスピタリティパートナ

ーズ、ほっとハウス長谷川建築、北海道白老町、北海道滝川市教育委員会・体育協会、北海道医療大学、ホテル瑞鳳、(株)本間組

東北支店 

 

マ行 
 
毎日新聞内海新聞店、日本マクドナルド、マクドナルド多賀城店、末日聖徒イエス・キリスト教会、マックスバリュ、マリナーズカフェ(株)

マリングルーヴ、マルイ靴店、丸金産業(株)、(株)マルハン仙台泉店、マルベニコミュニティ(株)、丸紅(株)東北支社、(株)馬渡、ミー

ルケア仙台、三重県明和町、(株)味佳嵯、(株)ミカワ安全、NPO 法人三亀商会、ミスタードーナッツ多賀城店、ミスティ多賀城、水を

考える女性会議、(株)三越、三菱電機プラントエンジニアリング(株)、三菱倉庫(株)東京支店、三菱電機ビルテクノサービス、三丸科

学(株)、みどりの会、南方コーポレーション、宮城ケーブルテレビ株)、(財)宮城県学校給食会、宮城県教育庁文化財保護課、宮城県

共同募金会、(社)宮城県産業廃棄物協会、(社)宮城県塩釜医師会、宮城県塩釜保健所、(財)宮城県肢体不自由児協会、宮城県獣

医師会、宮城県少林寺拳法連盟、宮城県拓桃医療療育センター、(社)宮城県薬剤師会、宮城歯科医師会、宮城県助産師会、みや

ぎ生協、みやぎ生活協同組合共同購入運営部富谷支部、みやぎ生協多賀城店、宮城大学、宮城大学看護学部、みやぎ復興支援

センター、宮城マリンサービス、宮本産業(株)、ミュー＆キュービック(株)、民主党、NPO ムゲンベクトルファウンデーション、武蔵村山

市歯科医師会、ムサシノ製薬（株）、(株)武蔵野フーズ、むつみ造園、明華貿易、明治安田生命、明泉幼稚園、名南ふれあい病院、

名豊重車両(株)、(株)メガネの相沢、眼鏡市場、(株)メガネトップ、メガペトロ(株)、メットライフアリコ、メモリアルヨーコー、（財）メンタル

ケア協会、麺処まるわ、麺の町「うどんの里館林」振興会、杜之接骨院、森ビル、(社)モリユリ・ミュージック・ミニストリーズ 

 

 

 

 



15 

                                   

                                   

   

ヤ～ワ行 
 
八木山朝鮮学校、(株)ヤグチ仙台支店、(株)やさしい手、やすらぎ整骨院、(有)やすらぎ堂、(有)山和画廊、山形県、山形県上山市、

山形県天童市、山形県長井市、山口県宇部市ガス水道局、山口県防府市、山崎製パン(株)、ヤマザワ、ヤマダ電機、ヤマト運輸(株)

多賀城支店、ヤマトホームコンビニエンス(株)クロネコヤマト引越センター、山梨県、山梨県南アルプス市、ヤマハモーターエンジニア

リング(株)、(福)宥和、ユースッドパーツ WEN、ユニペックス(株)、(株)ようちえん給食、ヨークベニマル多賀城店、ヨークベニマル新田

東店、横浜セレモ(株)、横浜金属商事、吉幾三事務所、吉川運輸卸町営業所、(株)ヨシケイ宮城、ヨシダ急送、(株)ヨシムラ、 

読売新聞多賀城サービスセンター、(株)ライフ、(株)ライフエコサービス、(株)らい丸物流、理研食品(株)、立命館大学、リバックス

(株)、(株)利府衛生、リリーの会、リリーフラワーアレンジ、臨済宗薪流会、(株)ルー、ルーテル協会、ルートインジャパン(株)、ロート製

薬、(株)ロジコム、(株)ロジック、ロス・ミドラス、(株)ワイケイコーポレーション、ワイデックス(株)仙台店、和歌山県、和歌山県庁職員有

志、わらしべ舎西多賀工房、わんにゃん仲良しクラブ 

 

英数字順 
 

ACアズーリサッカークラブ、ASA多賀城東支部、Be-COOL、Bizex(株)、(株)BLUEPOCKET松本紙店、B-Rサーティワンアイスクリー

ム(株)、(株)BWM、(株)CDL、CoCo壱番屋、NPO法人DO、(有)Dulce Hogar、(有)EARTH、EDUCATIVA(株)、FAST RETAILING、FC世

田谷、(株)GORDIE ENTERTAINMENT GACKT、Guy Roberge、HAL YAMASHITA 東京、Hair&Make Sofa 仙台駅前店、(株)HOTTA、

(社)IPNET-J、JCI(社)青梅青年会議所、JCI(社)塩釜青年会議所、JFEメカニカル(株)、JFE条鋼(株)、JR貨物、JX日鉱日石エネルギ

ー(株)、KIZUNAプロジェクト、Kインターナショナルスクール、NPO Life&Desire、Life Tweet Project、L&D仙台、MJ・イリナ・ミュージカ

ルアカデミー、MOA美術文化財団、(株)MTS、NECネッツエスアイ、NHK学園CSネットワーク、NHK仙台放送局、(株)NTTドコモ東北

支社、OMRON、Paint it Project、(株)plenus、(株)PMC 仙台オフィス、(株)TBWA＼HAKUHODO、TDF(株)、TNSE、UCC コーヒー、

(株)UHA味覚糖東北支店、UNIVERSAL BROTHERHOOD、(株)Utah T.I.O、NPO法人VIP工房、WEBマーケティング総研、Wiredの会、

YKKAP(株)、(有)Ys dct、(株)Y・S TRADING、(株)42、4WDa 集り会 

 

このほかにも、全国の皆さんからあたたかいメッセージや励ましのコメントをたくさんいただいてい
ます（その一部をご紹介します） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

これらのメッセージは、市役所１階ロビーに掲示していますので、お立ち寄りの際には、ぜひご覧ください。 

▼兵庫県神戸市立出合小学校より 

▼東京都府中市私立押立保育園より 

▼佐賀県多久市より 

▼(K)Kid’s School(奈良市)より 

▼東京都府中市立住吉保育所より 
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復興に向け一歩ずつ前進しています 

 

多賀城市公式ホームページ 
災害に関する情報を随時更新中！！まずは下記アドレスにアクセス 
http://www.city.tagajo.miyagi.jp/ 
 
多賀城市公式携帯サイトも要チェック 
http://www.city.tagajo.miyagi.jp/m/ 多賀城市公式携帯サイトＱＲコード 

▲家屋の片づけや泥だしを行うボランティアのみなさん（4月20日） 

 
お知らせ 
①東日本大震災に関する映像等を募集しています 
 ３月１１日の地震発生時や津波襲来時の市内および近隣地域の動画や写真（デジタルデータ）をお持ち

ではありませんか？ご提供いただける方は、下記までご連絡ください。いただいた映像等は、後世に伝え

るための資料として活用するとともに、市ホームページなどで公開させていただく予定です。 

②「交流ひろば」掲載団体募集 

 市民のみなさんの手作りの催しものや、サークルの会員募集についてお知らせする「交流ひろば」のコ

ーナーに掲載する内容を募集しています。 

 震災に負けず、積極的に活動しているみなさんの情報を下記までお寄せください。 

申込・問／地域コミュニティ課広報広聴係 内線２５５ 

▲危険なブロック塀の解体作業の様子（5月13日） 

▲り災証明書の発行初日の様子（4月20日） ▲応急仮設住宅の入居が始まりました（5月3日）
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